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世界で初めて突き止めた 

ガレクチン９の好酸球誘導因子としての働き 

　免疫病理学の専門的立場から１９９８年、２０年間の研究成果として高分子タンパク質の１つ「ガレ

クチン９」という物質が、身体が炎症を起こしたりアレルギー反応したりする際に現れる白血球の一種、

好酸球の誘導因子であることを世界で初めて突き止めました。その後、世界的にこのガレクチン９の解

明が進む一方で、平島研究室では、ガレクチン９ががん細胞凝集・接着作用に関与していること、ガン

細胞にアポトーシス（細胞死）を起こさせること、過剰な免疫反応を抑制させることなどを地道な動物

実験などで立証させてきています。 

　さらに２０００年１１月に「大学で長年かかって突き止めた物質、ガレクチン９を診断・治療薬に」

と大学発ベンチャー企業として株式会社「ガルファーマ」（資本金８億７７５０万円、高松市林町）を設立。

ガレクチン９を中心とした糖鎖結合タンパク質を研究開発ターゲットとし、糖鎖結合タンパク質が関与

する疾患においてそのタンパク質の各疾患における機能解析情報及び最適化された創薬候補となる物質

を製薬会社などに提供することを主な事業内容としています。 

　同社は２００２年３月に扶桑薬品工業（大阪市）と業務提携、乳ガンの転移予知診断キットの製品化

に取り組んでいるほか、ガレクチン９が関与するとみられる自己免疫疾患のリウマチや膠原（こうげん）

病、ぜんそくなどアレルギー疾患を軸にした診断薬と治療薬の開発も進めています。 
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免疫組織染色法によるガレクチン９発現解析 

陽性例（乳癌組織） 陰性例（乳癌組織） 

非転移累積生存率（DFS）：Kaplan-Meier 法 

ガレクチン 9陽性患者は遠隔転移

しない。 

全症例 

ガレクチン 9陽性 
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観察期間：月 

n1 リンパ節転移症例 
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【利用が見込まれる分野】 医薬品製造、病院・診療所など医療機関

四国まるごと「食と健康」イノベーション２０１３「医療」関連シーズ５－No.5
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ガン、リウマチ、アレルギーなどの診断薬・治療薬開発に期待ガン、リウマチ、アレルギーなどの診断薬・治療薬開発に期待
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